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平成２５年第２回氷川町議会定例会会議録（第１号） 

 

平成２５年６月１１日 

午前１０時００分開会 

於      議 場 

１．議事日程（第１日目） 

  日程第 １ 会議録署名議員の指名 

 日程第 ２ 会期の決定 

 日程第 ３ 諸般の報告 

 日程第 ４ 行政報告 

報告第 １号 平成２４年度氷川町繰越明許費繰越計算書について 

報告第 ２号 有限会社氷川町まちづくり振興会の経営報告について 

 日程第 ５ 承認第 ２号 専決処分の報告及び承認について 

 日程第 ６ 承認第 ３号 専決処分の報告及び承認について 

 日程第 ７ 議案第３１号 氷川町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例について 

 日程第 ８ 議案第３２号 氷川町長等の給与の臨時特例に関する条例の制定につい

て 

 日程第 ９ 議案第３３号 氷川町一般職の職員の給与の臨時特例に関する条例の制

定について 

 日程第１０ 議案第３４号 平成２５年度氷川町一般会計補正予算（第１号）につい

て 

 日程第１１ 議案第３５号 平成２５年度氷川町国民健康保険特別会計補正予算（第

１号）について 

 日程第１２ 議案第３６号 平成２５年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第１号）

について 

 日程第１３ 議案第３７号 工事請負契約の締結について 

 日程第１４ 議案第３８号 工事請負契約の締結について 

  

２．本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

 

３．出席議員は次のとおりである。（１２名） 

    １番 三 浦 賢 治          ２番 田 中 照 男 
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    ３番 江 嵜   悟          ５番 松 田 達 之 

    ６番 上 田 俊 孝          ７番 上 田 健 一 

１０番 吉 川 義 雄           １１番 有 田 芳 人 

１２番 片 山 裕 治         １３番 坂 本 悦 男 

   １４番 永 田 義 昭         １５番 笠 原 良 一 

 

４．欠席議員はなし。 

 

５．職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

  事 務 局 長  陳 野 信 次     書 記  河 野 香 織 

 

６．説明のため出席した者の職氏名 

  町    長  藤 本 一 臣     教 育 長  廣 瀬   亀 

  総 務 課 長  河 崎 澄 男     企画財政課長  平   逸 郎 

  税 務 課 長  野 田 俊 明     町民環境課長  中 島   正 

  健康福祉課長  山 下   剛     農業振興課長  稲 田 和 也 

  農地整備課長  河 野 正 利     建設下水道課長  森 田 寿 也 

  総務振興課長  西 尾 正 剛     商工観光課長  前 田 昭 雄 

  会 計 管 理 者  濤 岡 美智代     学校教育課長  今 田 辰 彦 

  生涯学習課長  木 本 栄 一     農業委員会事務局長  草 野 信 一 

  代表監査委員  遠 山 正 敬 
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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（笠原良一君） 皆さん、おはようございます。ただいまから平成２５年第２回

氷川町議会定例会を開会します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（笠原良一君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定によって、１４番、永

田議員、１番、三浦議員を指名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 会期の決定 

○議長（笠原良一君） 日程第２、会期の決定を議題とします。 

 お諮りします。本定例会の会期は、本日から６月１４日までの４日間としたいと

思います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） 異議なしと認めます。したがって、会期は本日から６月１４日

までの４日間に決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 諸般の報告 

○議長（笠原良一君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

   今回受理した請願・陳情等は、お手元にお配りしました請願・陳情等一覧表のと

おりです。 

３番の「核廃絶・平和行政に関する要請」から５番の「違法な臓器生体移植を禁

ずることを求める陳情書」までの３件は、資料を配付します。 

６番の「年金２.５％削減法を廃止する意見書採択に関する請願書」は、会議規

則第９１条の規定により請願書の写しを配付し、本会議に付します。 

 次に、例月出納現金検査が実施され、その報告書が提出されていますので報告し

ます。なお、報告書は議会事務局に保管してありますので、ご自由に閲覧願いま

す。 

次に、２月１９日に開催されました、熊本県町村議会議長会第６３回定期総会で

議決されました、各郡提出の要望事項の要望実行運動が、４月２３日に県当局、県

議会並びに自民党県連に対して行われ、議長が出席しましたので報告します。 
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次に、５月１６日に、熊本県町村議会議長会議長研修会及び理事会が熊本市で開

催され、議長が出席しましたので報告します。 

次に、５月２８日から２９日までの２日間、第３８回町村議会議長・副議長研修

会が東京で開催され、正副議長が出席しましたので報告します。 

次に、６月４日に、熊本県町村議会議長会臨時総会及び臨時理事会が熊本市で開

催され、議長が出席しましたので報告します。 

 これで、諸般の報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 行政報告 

○議長（笠原良一君） 日程第４、行政報告を行います。 

町長から、行政報告の申し出がありました。これを許します。 

報告第１号、平成２４年度氷川町繰越明許費繰越計算書について、報告を願いま

す。 

企画財政課長。 

○企画財政課長（平 逸郎君） 報告第１号、平成２４年度氷川町繰越明許費繰越計算

書についてご報告いたします。 

地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、平成２４年度繰越明許費繰越

計算書について、別紙のとおりご報告します。 

１枚開けていただきまして、６件ございます。 

第２５款、農林水産業費、農業体質強化基盤整備促進事業３億８,８２２万円、

農業水利施設保全合理化事業３,０００万円、農業基盤整備促進事業７００万円に

つきましては国の補正予算によるもので、事業執行期間がないために繰り越すもの

です。第３５款、土木費、町道吉本本山線改良事業の２億４,５５０万８,０００円

につきましては、スマートインターアクセス道路整備でございますが、関係機関と

の調整の遅れにより、２４年度内完了が見込めず繰り越すものです。町道早尾油谷

線他舗装修繕事業６,５０７万９,０００円は国の補正予算によるもので、事業執行

期間がないために繰り越すものです。第４５款、教育費、竜北中体育館耐震補強・

大規模改造事業２億４,４４６万９,０００円は国の補正予算によるもので、事業執

行期間がないために繰り越すものです。 

６件で、繰越額が９億８,０２７万６,０００円でありまして、財源内訳は国・県

支出金６億２,００５万３,０００円、地方債が２億６,０３０万円、その他３,５４

０万円、一般財源６,４５２万３,０００円であります。 

以上で、報告第１号を終わります。 

○議長（笠原良一君） 報告第２号、有限会社氷川町まちづくり振興会の経営報告につ
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いて、報告を願います。 

農業振興課長。 

○農業振興課長（稲田和也君） 報告第２号、有限会社氷川町まちづくり振興会の経営

報告について。 

地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、平成２４年度有限会社氷川町ま

ちづくり振興会の経営状況について、別紙のとおり報告いたします。 

氷川町竜北物産館を取り巻く社会環境は、近年、宇城彩館や鏡町のＪＡ物産館を

含む地域間の競合が激化し、その影響が顕著で、昨年に比べ販売額、お客数とも若

干減少しています。平成２３年３月にオープンしました氷川のしずくにおきまして

は、業績は依然厳しい状況ですが、お客様数は前年度より確実に増えています。加

工センターはギフト販売、販路開拓等で販売額は増収しています。今後、氷川町の

季節ごとの高品質の特産物の品ぞろえ等で他店との差別化を図り、販売力の強化に

努めてまいります。氷川のしずくについては、客数は伸びておりますので、販売に

つながる商品数を増やし、青果物販売等でさらなる営業努力を続けたいと思いま

す。全体的には販売額の減少となりましたが、販売経費の削減など２４年度につい

ても利益を出しております。 

まず、１ページの営業実績推移表をご覧ください。右から３列目の欄の下から３

段目になりますが、平成２４年度の物産館の販売額合計は５億７,９５９万３,００

０円で、前年度対比９４.８％と減少しております。また、開業した平成１４年度

からの販売高累計では５７億３,５００万円となっております。 

次に、２ページの営業実績推移表をご覧ください。右から３つ目の欄の上から２

段目になりますが、平成２４年度の氷川のしずくの販売額合計は２,８０８万８,０

００円となっております。また、右から３つ目の欄の下から３段目になりますが、

平成２４年度の加工センターの販売額合計は２,７５９万４,０００円で、前年度対

比１４８.５％となっております。 

次に、３ページのレジ通過数、いわゆるお客様の客数は、右から３つ目の欄の下

から３段目になりますが、物産館合計４５万２,８１８人で、前年対比９６.６％と

なっております。平成１４年度からの物産館のお客数累計は４７８万３,６８８人

で、氷川町の顔としてイメージアップによる宣伝効果のみならず地域経済の活性化

に貢献しているところです。 

また、４ページの右から３つ目の欄の上から２段目になりますが、氷川のしずく

２万４,７４９人で、前年対比１１６％となっており、新幹線アンテナショップと

して全国に氷川町の特産品や加工品のＰＲに貢献しております。 

次に、会社経営の決算としましては、８ページの損益計算書をお開きください。
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右側の１番上の数字が売上高合計になりますが、２億６,３８２万８,６０３円に対

して、在庫や経費を引いたものが上から５段目の営業利益金額１５５万８０６円に

なります。この額に営業内外の収益や費用を加えたものが下から４段目の経常利益

金額２７９万６,１６０円になります。この額に法人税等を差し引いて当期純利益

金額は２０４万６,７５２円となっております。 

次に、７ページの貸借対照表の右下の純資産の部をご覧ください。前期までの繰

越利益から当期利益２０４万６,７５２円を加えまして、下から７段目の数字にな

りますが、利益余剰金は２,３４５万５,９７３円となっており、よって現金として

は資本金と合わせ４,４９５万５,９７３円を保有しております。 

最後に、５ページをご覧ください。これは決算を簡単にまとめたものです。この

表は、売り上げと販売管理費を項目別に詳細に計上しております。これによります

と、第１２期においては前年と比較して売り上げの外販で１,４２０万減、加工セ

ンター７７０万増、受託管理費１,９４８万円の減であり、売り上げ全体で３,１１

２万円の減額でした。また、給料・手当７０９万円減、支払手数料３２６万円増、

賃借料３３６万円の減額など販売費合計でも２,０３３万円の減額でした。当期利

益として２０４万７,０００円の黒字となっております。 

以上、平成２４年度有限会社氷川町まちづくり振興会の営業状況報告に代えさせ

ていただきます。 

○議長（笠原良一君） これで行政報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第 ５ 承認第 ２号 専決処分の報告及び承認について 

 日程第 ６ 承認第 ３号 専決処分の報告及び承認について 

 日程第 ７ 議案第３１号 氷川町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例について 

 日程第 ８ 議案第３２号 氷川町長等の給与の臨時特例に関する条例の制定につい

て 

 日程第 ９ 議案第３３号 氷川町一般職の職員の給与の臨時特例に関する条例の制

定について 

 日程第１０ 議案第３４号 平成２５年度氷川町一般会計補正予算（第１号）につい

て 

 日程第１１ 議案第３５号 平成２５年度氷川町国民健康保険特別会計補正予算（第

１号）について 

 日程第１２ 議案第３６号 平成２５年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第１

号）について 
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 日程第１３ 議案第３７号 工事請負契約の締結について 

 日程第１４ 議案第３８号 工事請負契約の締結について 

○議長（笠原良一君） 日程第５、承認第２号から、日程第１４、議案第３８号までを

一括議題とします。町長の提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（藤本一臣君） 皆様、おはようございます。さわやかな初夏の季節を迎えてお

りますけれども、議員各位には日々ご健勝にてご活躍のこととお慶びを申し上げま

す。 

九州北部地方は平年より９日早く、５月の２７日に梅雨入りをいたしましたが、

現在のところ雨量も少なく、氷川ダムの貯水率も今朝の数値では５７.８６％まで

低下をいたしておりまして、既に渇水調整を開始したところでもあります。田植え

の時期を迎え、農業用水及び生活用水の確保に向けて若干の不安を持っているとこ

ろでありまして、住民の皆様方にも広報等により節水のお願いをしたいというふう

に考えているところであります。台風３号が北上中でありますけれども、災害が起

きるような大雨は困りますが、適量の雨が降ってくれることを願っているところで

あります。 

本日は、平成２５年第２回氷川町議会定例会を招集をいたしましたところ、皆様

方には公私ともに大変お忙しい中におくり合わせご出席をいただきまして、誠にあ

りがとうございます。また、日ごろより町政運営にあたりまして格段のご協力、ご

支援をいただいておりまして、心より感謝とお礼を申し上げます。 

平成２５年度がスタートいたしまして早２カ月が経過をいたしました。５月の１

１日には、献穀事業の清祓祭及び播種祭を開催をいたしました。皆様方にもご臨席

を賜ったところであります。来たる６月１５日には御田植祭を執り行いますので、

ぜひご出席をお願いをいたしたいというふうに思います。 

繰り越し事業であります農業基盤整備事業につきましては、土地改良区が実施主

体となりまして暫時工事を発注をいたしております。本年度から新たに取り組みま

したい業機械再生支援事業につきましても好評でありまして、収穫の時期を前にそ

れぞれご活用をいただいております。 

また、５月の７日から２８日まで、町内１３カ所におきまして町政懇談会を開催

をいたしました。延べ３７０名の町民の皆様方にご参加をいただき、ひざを突き合

わせての意見交換ができたところであります。特に、今回は特定健診事業、八火図

書館及び宮原振興局建設事業並びに学校施設の耐震補強・大規模改修工事につきま

してご説明をさせていただき、ご意見を賜ったところであります。その他、町政全

般につきましてもご意見やご提言をいただき、大変有意義な町政懇談会であったと

いうふうに感じております。 
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新聞報道等でご承知のとおり、中大野地区に太陽光発電所を建設するにあたり、

去る５月３１日に事業主でありますＣＮＰＶジャパン氷川太陽光発電所合同会社と

立地協定を締結したところでありまして、今後工事が順調に進むことを願っている

ところであります。 

さて、本定例会に提案をいたしておりますのは、報告２件、承認２件、条例一部

改正その他５件、平成２５年度氷川町一般会計並びに特別会計補正予算３件でござ

います。報告第１号、第２号は先ほどそれぞれの課長からご報告を申し上げました

とおりでございます。承認第２号及び承認第３号は、氷川町国民健康保険税条例の

一部を改正する条例並びに氷川町税条例の一部を改正する条例について、地方自治

法第１７９条第１項の規定により、専決処分をいたしましたので報告をし、承認を

求めるものでございます。 

議案第３１号は、氷川町一般職の給与に関する条例の一部を改正するものでござ

います。 

議案第３２号は、氷川町長等の給与の臨時特例に関する条例を制定するものでご

ざいます。 

議案第３３号は、氷川町一般職の職員の給与の臨時特例に関する条例を制定する

ものでございます。 

議案第３４号は、平成２５年度氷川町一般会計補正予算（第１号）でありまし

て、歳入歳出それぞれ７,８６７万５,０００円を追加し、歳入歳出総額をそれぞれ

６１億２,９４２万１,０００円とするものでございます。歳入の主な予算といたし

まして、国庫支出金８８０万４,０００円、県支出金１,３５３万９,０００円、繰

越金２,２１８万円、町債３,２５０万円で、歳出の主な予算は、民生費８３３万

５,０００円で、その事業の内容は保育士等処遇改善臨時特例事業補助金でござい

ます。農林水産業費５３２万２,０００円で、くまもと稼げる園芸産地育成対策事

業補助金を計上いたしております。消防費４,１４０万円は、防災備蓄倉庫新築工

事関連でございます。 

議案第３５号は、平成２５年度氷川町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

でありまして、歳入歳出それぞれ４２万８,０００円を追加をし、歳入歳出総額そ

れぞれ１９億８,１８１万９,０００円とするものでございます。歳入の主な予算は

繰越金４２万８,０００円で、歳出の予算の内容は国民健康保険システム改修費で

ございます。 

議案第３６号は、平成２５年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第１号）であ

りまして、歳入歳出それぞれ６万１,０００円を追加し、歳入歳出総額それぞれ１

３億６,４２８万９,０００円とするものでございます。歳入の主な予算は繰入金６
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万１,０００円で、歳出の主な予算内容は介護保険システム改修費でございます。 

議案第３７号は、竜北中学校体育館耐震補強及び大規模改修工事請負契約を締結

をするため、議会の議決を求めるものでございます。 

議案第３８号は、宮原振興局新館改修及び本館解体工事請負契約を締結をするた

め、議会の議決を求めるものでございます。 

以上、簡単にご説明を申し上げましたが、具体的詳細な内容につきましては担当

課長より説明をさせますので、よろしくご審議をいただき、円満なご決定をいただ

きますようお願いを申し上げまして、ご挨拶並びに提案理由の説明とさせていただ

きます。どうぞよろしくお願いをいたします。 

○議長（笠原良一君） これから承認第２号から議案第３８号まで一括で関係課長の説

明を求めます。要点を踏まえ簡潔に説明をしてください。 

承認第２号、健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山下 剛君） 承認第２号、専決処分の報告及び承認についてご説明

いたします。 

地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分した事件について、同条第３

項の規定により別紙のとおり報告し、承認を求めるものでございます。 

地方税法の一部改正に伴いまして、国民健康保険税条例の一部改正を行ったもの

であります。なお、国民健康保険税条例の改正内容は、平成２５年４月１日から施

行する必要がありますが、地方税法の一部を改正する法律が３月議会閉会後の平成

２５年３月３０日に公布されたため、町議会を招集する時間的余裕がないことか

ら、地方自治法第１７９条第１項の規定により、平成２５年３月３０日付けで専決

処分したものであります。 

内容につきましては、２人世帯で１人が後期高齢者医療へ移行し、もう１人が国

保に残った特定世帯となる者について、世帯別平等割額を最初の５年間、２分の１

減額する現行措置に加え、その後３年間４分の１減額する措置を講ずるものでござ

います。 

以上で、承認第２号の説明を終わります。 

○議長（笠原良一君） 次、願います。 

税務課長。 

○税務課長（野田俊明君） 承認第３号、専決処分の報告及び承認についてご説明いた

します。 

地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分した事件について、同条第３

項の規定により別紙のとおり報告し、承認を求めるものでございます。 

地方税法の一部改正に伴いまして、税条例の一部改正を行ったものであります。
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なお、税条例の改正内容は、平成２５年４月１日から施行する必要がありますが、

地方税法の一部を改正する法律が３月議会閉会後に国会において成立し、改正法律

が３月３０日に公布されたため、町議会を招集する時間的余裕がないことから、地

方自治法第１７９条第１項の規定により、平成２５年３月３０日付専決処分したも

のであります。 

内容といたしましては、それぞれ寄附金税額の控除、固定資産税の納税義務者等

及び特別土地保有税の納税義務者等、延滞金の割合等の特例、公益法人等に係る町

民税の課税の特例、東日本大震災に係る被災者居住用財産の敷地に関する譲渡期限

の延長特例等の規定の見直しとなっております。 

以上で、承認第３号の説明を終わります。 

○議長（笠原良一君） 次、願います。 

総務課長。 

○総務課長（河崎澄男君） 議案第３１号、氷川町一般職の職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例について。 

氷川町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制

定するため、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

この条例は、時間外手当を計算する際、勤務１時間当たりの給与支給額に勤務時

間を乗じて算出しますが、この１時間当たりの給与額を算出する際に、年間の祝日

等の日数が含まれており、労働基準法の時間外、休日及び深夜の割増賃金の規定に

抵触するおそれがあることから、１年間における労働時間数を算出する際に、年間

の祝日等の日数を除くこととするものであります。 

この条例は、平成２５年７月１日から施行する。 

○議長（笠原良一君） ３２、３３までお願いします。 

総務課長。 

○総務課長（河崎澄男君） 続きまして、議案第３２号、氷川町長等の給与の臨時特例

に関する条例の制定について。 

氷川町長等の給与の臨時特例に関する条例を別紙のとおり制定するため、地方自

治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

国家公務員の給与の改定及び臨時特例に関する法律に基づく国家公務員の給与減

額支給措置を踏まえ、平成２５年７月１日から平成２６年３月３１日までの間にお

ける町長並びに副町長及び教育長の給与の支給額を減額するため、関係条例の特例

を定めるものであります。 

減額は、給与月額の１００分の３を乗じて出た額です。ただし、期末手当の額の

算出の基礎となる給料の月額は前条例に掲げた額であります。 
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この条例は、平成２５年７月１日から施行する。 

続きまして、議案第３３号、氷川町一般職の職員の給与の臨時特例に関する条例

の制定について。 

氷川町一般職の職員の給与の臨時特例に関する条例を別紙のとおり制定するため、

地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

国家公務員の給与の改定及び臨時特例に関する法律に基づく国家公務員の給与減

額支給措置を踏まえ、平成２５年７月１日から平成２６年３月３１日までの間にお

ける職員の給与の支給額を減額するため、氷川町一般職の職員の給与に関する条例

の特例を定めるものであります。 

内容的には、月額給与２.５％の減額でありまして、期末勤勉手当、それから管

理職手当については減額をしないということでございます。 

この条例は、平成２５年７月１日から施行する。 

以上です。 

○議長（笠原良一君） 次、３４号、お願いします。 

企画財政課長。 

○企画財政課長（平 逸郎君） 議案第３４号、平成２５年度氷川町一般会計補正予算

（第１号）について、ご説明いたします。 

１枚開けていただきまして、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７,

８６７万５,０００円を追加して、６１億２,９４２万１,０００円とする補正予算

でございます。 

主なものについて説明させていただきます。 

歳入の部、８ページをご覧ください。６５、１０、５、５節、総務費補助金６６

６万４,０００円は消防防災施設整備費補助金で、防災備蓄倉庫への補助金となり

ます。７０、１０、１０、１０節、児童福祉費補助金８２１万７,０００円は、保

育士等処遇改善として人件費等への補助金です。７０、１０、２０、５節、農業費

補助金５３２万２,０００円は、くまもと稼げる園芸産地事業として、農業設備等

への補助金です。９０、５、５、５節、前年度繰越金２,２１８万円は、歳入財源

として繰越金を充てております。９９、５、２５、１０節、合併特例債３,２５０

万円は、防災備蓄倉庫新築に係る分です。 

歳出の部、１０ページをご覧ください。１０、５、５目、一般管理費、１９節負

担金補助及び交付金、三角の６１３万１,０００円は、氷川中の図書司書の人事交

流を実施しないために負担金を削減するものです。１３目、振興局費、１３節、委

託料３９５万９,０００円は、国土利用計画策定業務委託料です。 

なお、４ページのほうをご覧ください。債務負担行為補正としまして４４１万円
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を計上しております。これにつきましては、２５年度と２６年度２カ年をかけて土

地利用計画等を策定予定でございます。 

次に、１１ページをご覧ください。１５、１０、１５目、保育所費、１９節、負

担金補助及び交付金８２１万７,０００円は、歳入で説明いたしました保育士等の

処遇改善のための補助金です。２５、５、１０目、農業振興費、１９節、負担金補

助及び交付金５３２万２,０００円は、くまもと稼げる園芸産地として農業設備等

への補助金です。 

１２ページをお願いいたします。３５、１０、１５目、道路新設改良費、１３節、

委託料９５０万円は、スマートインターのランプ部分をネクスコ社に委託する分で

す。当初７,０００万円を計上しておりましたが、詳細設計等が完了し、増額する

ものでございます。４０、５、２５目、災害対策費、１５節、工事請負費３,９３

８万６,０００円は、給食センター近くに建設予定の防災備蓄倉庫の新築工事費で

す。 

１３ページをお願いいたします。４５、１５、５目、学校管理費、１９節、負担

金補助及び交付金９２１万３,０００円は、中学校組合の負担金で、図書司書の人

件費並びに武道館の耐震工事分です。 

以上で、議案第３４号の説明を終わります。 

○議長（笠原良一君） 議案３５、３６。 

健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山下 剛君） 議案第３５号、平成２５年度氷川町国民健康保険特別

会計補正予算（第１号）について、説明いたします。 

平成２５年度氷川町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）を別紙のとおり定

めるため、地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでご

ざいます。 

次のページをお願いいたします。歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の

総額に歳入歳出それぞれ４２万８,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ１９億８,１８１万９,０００円とするものでございます。 

歳出、７ページをお願いいたします。５款、総務費、５項、総務管理費、５目、

一般管理費、１３節、委託料４２万８,０００円につきましては、国民健康保険の

システム改修によるもので、住民票の住所表示における肩書きを表示するもので

す。 

歳入、６ページをお願いします。４５款、繰越金、５項、繰越金、１０目、その

他繰越金、５節、その他繰越金に歳出と同額の４２万８,０００円を計上しており

ます。 
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以上で、議案第３５号、平成２５年度氷川町国民健康保険特別会計補正予算（第

１号）についての説明を終わります。 

続きまして、議案第３６号、平成２５年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第

１号）について、説明いたします。 

平成２５年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第１号）を別紙のとおり定める

ため、地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでござい

ます。 

次のページをお願いします。歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額

に歳入歳出それぞれ６万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ１３億６,４２８万９,０００円とするものでございます。 

歳出、７ページをお願いいたします。５款、総務費、５項、総務管理費、５目、

一般管理費、１３節、委託料６万１,０００円につきましては、介護保険のシステ

ム改修によるもので、住民票の住所表示における肩書きを表示するものです。 

歳入、６ページをお願いいたします。４０款、繰入金、５項、一般会計繰入金、

１０目、その他一般会計繰入金、５節、事務費繰入金に歳出と同額の６万１,００

０円を計上しております。 

以上で、議案第３６号、平成２５年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第１

号）についての説明を終わります。 

○議長（笠原良一君） ３７号、３８号。 

企画財政課長。 

○企画財政課長（平 逸郎君） 議案第３７号についてご説明いたします。 

工事請負契約の締結でございます。竜北中学校体育館耐震補強・大規模改造工事

について、工事請負契約を締結するために、議会の議決を求めるものです。 

契約金額２億２,１５５万円。契約の相手方が、株式会社藤永組、代表取締役、

藤永勝利です。 

以上で、議案第３７号について、説明を終わります。 

引き続き、議案第３８号についてご説明いたします。 

工事請負契約の締結でございます。宮原振興局新館改修及び本館解体工事につい

て、工事請負契約を締結するために、議会の議決を求めるものです。 

契約金額１億６９９万５,０００円。契約の相手方が、新規建設株式会社、代表

取締役、規工川祐紀です。 

以上で、議案第３８号の説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（笠原良一君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 
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 本日はこれをもって散会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午前１０時４０分 


